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(別紙１） 本シートは平成25年5月以降に学内外へ公表されますので、記載に当たっては公表されることを念頭に置いてください。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記載してください。
・記載量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

術中MRI診断システム(iMRI)を軌道に乗せ高難度手術100例のiMRIを施行し
最後の砦としての機能を果たした。
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博士課程の大学院生２名の学位論文の投稿指導(１名リバイス中、１名投稿
準備中）。専攻医の学術研究会での発表指導。専門医のサブスレシャリ
ティー指導によるタイトル獲得１名,専門誌論文受理１件、投稿２件の指導。

大型外部資金　厚生科研3千3百万円(半年分）を新規獲得し26年10月より事業開始した。概
算請求２７年度　文部科学省特別経費（病院プロジェクト分）課題「脳と心ノブレイン・ヘルス・
ケア」３千百五十万円を獲得した。科学研究費基盤B　2千万円申請した。その他日本医療研
究開発機構研究費2件(１億５千万円および３千６百万円）申請した。

研究室を学部学生に開放し日常的な悩み、進路相談、健康管理など
学部学生の生活指導、進路相談をオフィスアワーをもって行う。Ｍ２
１０名の指導教員としての役割を務める。

附属病院の収益率向上のために後発品の導入率を60％に高める努力を事
務部及び薬剤部と協働で行い実行し、全国最下位のレベルから上位１/3に
入り病院評価ＤＰＣの向上に寄与した。

学部学生の生活指導、進路相談を行った。奨学金の手配や日常的な健康
管理指導をした。

脳卒中・脳腫瘍・健康長寿に関する市民公開講座を県立博物館で開催し
た。

平成２６年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

石内勝吾 所　　属名　　前

業務
ウェイト比
（予定）

平成２６年度　年度目標設定
領
域

平成２６　年度末自己点検結果
業務

ウェイト比
（実績）

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記載してください。

脳神経外科 職　　名

稼動した術中MRIを起動にのせる。高難易度手術の実践。画像誘導
手術をする事で診療の安全性と質を高める。

教授

国民の健康と福祉増進のための啓蒙活動を行う。その一環として社
会法人脳神経外科学会の支援する市民公開講座を開催し脳卒中、
がんの最新研究成果を社会に発信することで長寿社会の実現と健康
長寿脳獲得方法を発信する。

２７年度　特別経費（病院プロジェクト分）課題名　「脳と心ノブレイン・
ヘルス・ケア」　概算請求の推進をする。科学研究費基盤Ｓに挑戦す
る。

副医学部長として学部横断的研究推進の推進を強力に進める。副病
院長として附属病院の管理運営の改革を推進する。

学部教育　神経医学系講義のコディネーター及び講義、、大学院１年
生４名の神経科学の研究指導、専攻医には専門医取得に向けた指
導、専門医取得予定者には高度化手術の手術戦略、放射線生物学、
神経病理などの高度専門教育によるサブスペシャリティー確立のた
めの指導をおこなう。
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(別紙１） 本シートは平成27年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

市中病院での診療を行う事によって，大学では診療できない疾患の情報を
得る事ができた．また，他病院の小児科医師との情報交換を行う事ができ
た．
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計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

臨
床

0.10

管
理
運
営

教
育

0.20

0.30

系統講義およびポリクリ実習等について学生指導を行い，小児科学一般と
小児リウマチ膠原病についての講義・指導を行った．

難治性の小児膠原病について，その診断および新しい治療について，他大
学と共同研究し，その結果について研究会・学会発表・論文投稿を積極的
に行った．

0.30

研
究

学部担当科目（免疫、小児膠原病）を担当し、系統講義、ポリクリ学生
に対してベッドサイドティーチング等を行う。初期研修・後期研修医へ
の研修指導を行う。

0.30

感染対策委員として，定期的な感染対策委員会への出席と小児科外来およ
び病棟における感染予防に対する啓蒙を行っている．

他病院の小児科後期研修医数名に対して，定期的に専門外来（小児リウマ
チ膠原病外来）の見学実習（週に１回）を行い，小児リウマチ膠原病の知識
の普及に努めた．

平成２６年度　年度末自己点検結果

小児科外来医長として、外来での診療が円滑にすすむように、安全
確保、事故予防、さらに諸問題の解決にあたる。また、院外委託検査
委員会等の会議に参加する。

業務
ウェイト比
（実績）

0.10

名　　前

小児膠原病に関する診断・治療に関して、リウマチ専門医として一般
小児科医へ啓蒙のため、諸研究会で講演を行う。また、各保健所に
おいて、地域の患者さんと家族に対して、疾患に対する基礎知識や
療養の相談を受けるための教育講演を行う。
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0.20

0.30
小児膠原病に関する臨床研究を行い、積極的に学会発表を行い、論文採択をめざし
研究論文を作成する。また、治験への参加し最新の治療に関しての評価を行う。難治
性小児リウマチ性疾患の多施設共同研究に参加する。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２６年度　年度目標設定

助教

平成２６年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

金城　紀子 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

育成医学講座（小児科） 職　　名

市中小児科での一般診療を通して、情報の収集と診療技術の向上を
めざす
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(別紙１） 本シートは平成27年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。
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0.25

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

・心臓リハビリテーションや運動処方の件数が増加した
・肺高血圧診療の充実を行うと共に、県内診療体制を整備している
・血液透析患者のシャント狭窄へのPTA治療体制を調査した
・腎臓リハビリテーションの情報収集し、試験的に開始する準備ができた。
・循環器・脳卒中救急患者の増加に対応する体制の情報が集まっている。

0.10

0.10

0.25

・食事と生活習慣病に関する疫学研究を実施した
・認知症の関する疫学研究の実施した
・脳卒中・心筋梗塞の県内での登録事業へのシステムを医師会と構築した
・沖縄県民の健康増進に関する観察および介入研究の継続（沖縄県からの委託事業）して
いる
・ゲノム研究の予後調査についてデータ管理を行っている
・離島高齢者の血圧管理と見守りのためのIT技術の応用研究を実施した

研
究

・臨床実習システム改革の実行（教育企画室において）
・ハワイ大学との共同での指導医育成プログラムの実施
・シミュレーション教育の従来カリキュラムへの導入
・循環器診療シミュレーターのプログラム開発
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・医学部学生に対しては講義や学内カンファランスで提示、県内の臨床研修医へはセミナー
の際に提示している

・高血圧、脳卒中、認知症、地域医療に関するセミナーを主催した（3回）
・沖縄県の健康政策へ、学識経験者としてアドバイスを行っている

平成２６年度　年度末自己点検結果

・保健管理センターの運営

業務
ウェイト比
（実績）

・臨床実習の改革実施を行っている
・ハワイ大学と共同で指導育成ワークショップを実施した
・シミュレーションを病棟実習に導入している
・循環器シミュレーターの開発に着手した

0.15

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

循環器・腎臓・神経内科学 職　　名

・心臓リハビリテーションの件数増加
・肺高血圧診療体制の整備と推進
・血液透析患者のシャント狭窄へのPTA治療の開始準備
・腎臓リハビリテーションの情報収集と開始準備
・循環器・脳卒中救急患者の対応に関する情報収集および院内整備

0.10

0.10

名　　前

業務
ウェイト比
（予定）

平成２６年度　年度目標設定

・医学部学生、県内の臨床研修医へのキャリアパスの提示

・高血圧、脳卒中、認知症、地域医療に関する市民公開講座の開催
・沖縄県の健康政策への協力

進
路
指
導

教授

平成２６年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

大屋　祐輔 所　　属

0.30

・食事と生活習慣病に関する疫学研究の実施
・認知症の関する疫学研究の実施
・脳卒中・心筋梗塞の県内での登録事業への協力
・沖縄県民の健康増進に関する観察および介入研究の継続（沖縄県からの委託事
業）
・ゲノム研究の予後調査の継続
・離島高齢者の血圧管理と見守りのためのIT技術の応用研究

領
域

・センター長として会議の出席や中期目標の到達のための活動を行った。
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